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第１９回北広島市子どもの権利条例検討委員会議事録 
 

  日時：平成２０年１月１６日（水）１８：００～ 
  場所：芸術文化ホール活動室 
 
配布資料  ①北広島市子どもの権利条例素案（たたき台） 
      ②子どもの権利に関するアンケート調査結果報告（一部訂正後） 
       
議事録 
 
委員長： 
 第１９回目の検討委員会を始めます。まず、子ども小委員会から第２回・第３回子ども

会議について報告をしていただきます。 
 
子ども小委員会： 
まず 12 月８日に開催いたしました「子どもの人権セミナー」についてですが、子ども、

大人を含め多数の参加をいただき、大変意義のあるセミナーになったと思います。また、

12 月 16 日に第２回目子ども会議を開催しました。グループ討議を行い、グループごとに発

表をしました。1 月 13 日には第３回目子ども会議を開催しました。「生きる」、「育つ」、「守

られる」、「参加する」の 4 つの子どもの権利について学習をし、具体的に「いじめ」、「相

談できるところ」等について話を深めていきました。今後についてですが、第４回目子ど

も会議を 2 月 17 日に開催する予定です。その中で、起草小委員会を中心とした検討委員の

方にも一緒に参加していただき、子ども委員の意見を聞いていただく機会を作りたいと思

っています。子ども会議に同席した委員から、詳細についての説明をいたします。 
 
子ども小委員会委員： 
 第２回目についてですが、3 つのグループに分かれて、話し合いをしました。子ども達か

ら出た意見ですが、①心配なことについて：「不審者」、「雪が降って除雪がしっかりされて

いなかったら」、｢いじめ｣、「ごみが散らかっていること」、「車がぶつかってきたら」など。

②それに対する解決策：「公園にゴミ箱を設置する」、「市としてお金の使い方を考えたほう

がいい」などです。 
第３回目では、「これがないと生きていけないこと」について意見を出してもらい、それ

を４つの権利に分類しました。その中で、「参加する権利」についてのみ意見が出ませんで

した。今まで「子どもの権利」について学習する機会が少なかったのかもしれません。「い

じめ」については、「いじめにはルールがないので、際限なく行われてしまう。しかし、そ

の人はそのようなことをされてもいい人なのか？」という話から始め、話を深めていきま
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した。「相談室」については、「相談室が低学年の子どもの遊び場になってしまっている」、

「他の人に知られてしまうので相談に行けない」、「予約ポストがあるが、他の人にみられ

てしまうかもしれないので利用できない」などの意見があがりました。「どうなることが心

配か」については、「親の仕事がなくなったら」、「戦争が起きたら」などの意見があがりま

した。次回の第４回目についてですが、「検討委員の人にうまく自分の意見が伝えられるか

心配だ」という意見もあがりました。また、当初子ども会議は全部で４回ということで考

えていましたが、子ども達からもう少し話をしたい、聞いてもらいたいという要望があり

ましたので、第５回目も開催したいと思っています。 
 
委員： 
 子ども達の素直な意見が出てきていると思いました。子ども会議を開催したことはとて

も意義があったと思います。 
 
委員長： 
 第４回目子ども会議への参加報告については、各小委員会にて参加者を決定し、事務局

に報告するということにしたいと思いますのでよろしくお願いします。次に啓発小委員会

から報告があります。 
 
啓発小委員会委員： 
 今後の啓発活動についてですが、①２月中に、2 月 17 日に開催される第４回目子ども会

議の内容について、②３月中に各小委員会の進捗状況等をまとめたもの、③今後開催予定

のフォーラムの告知、④フォーラムの結果について、それぞれ広報・ちらし等にて行いた

いと思っています。 
 
委員長： 
 それでは起草小委員会から条例素案たたき台についての説明等をお願いします。 
 
起草小委員会： 
 
～（配布資料「北広島市子どもの権利条例素案（たたき台）」について説明）～ 
 
委員長： 
 ありがとうございました。意見等はありませんか？ 
 
委員： 
 幼児・親部会のアンケート調査で、オンブズパーソン制度についての項目がありました。
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教職員からは「大切な制度」との意見も出されていましたので、よく検討して決めるべき

だと思います。また前回の検討委員会の中で「子どもに関わる大人への支援」について取

り上げていただくようお願いをしました。今回のたたき台の中では、第 21 条（推進計画の

作成）の項目として「保護者への子どもの養育に関する支援」という記載がありますが、

少し具体性に欠けると思います。このことについて、起草小委員会でも議論はあったと思

いますが、ご説明をいただければと思います。 
 
起草小委員会： 
 このことについては起草小委員会でも議論がありました。「保護者への子どもの養育に関

する支援」について個別具体的に項目をあげるよりも、推進計画の項目としたほうが、柔

軟性があるものになるとの考えもあり、今回のたたき台ではこのような条文になっていま

す。今後議論が必要だと思います。 
 
委員長： 
 次に救済委員会の勉強会についての提案があるとのことですので、よろしくお願いしま

す。 
 
起草小委員会： 
 前回の委員会でも申し上げていましたが、「子どもの権利救済委員」についてわからない

ことが多いので、勉強会が必要だと考えていました。具体的には子どもの権利・救済制度

について詳しい北海道大学の坪井由実教授を講師に迎えて、都合がつけば２月中にでも開

催したいと思っています。 
 
委員長： 
 起草小委員会に任せて、勉強会を開催するということでよろしいでしょうか？ 
 
～（承認）～ 
 
委員長： 
 それでは本日の委員会を終了します。 
 


